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は じめに

専門高校には、農業、工業、商業、水産、家庭、看護な どに関す る学科が置かれてお り、 これ

まで有為な職業人を育成す るなど様々な面で重要な役割 を果た してきた。

戦後 の高度経済成長期においては、経済発展の担い手 となる中堅技術者や事務従事者 の育成が

重要な課題 とな り、専門高校はそのよ うな産業界の要請に応 え、多 くの優秀な人材 を輩 出 してき

た。専門高校 の 日本の産業経済発展へ の寄与は、極めて大きな ものがある。

専門高校 における教育は、実社会 に生かされ る知識や技術の習得を大きな 目的 としている。専

門高校 に学ぶ生徒 は、在学 中に身に付 けた専門性を生か し、職業 を持っ ことによって、自らの個

性 を発揮 し、誇 りをもっ ことによって、 自らの夢を実現 させてい く。そのためには、社会 とかか

わ りながら、将来のスペシャ リス トとして必要とされ る、 しっか りとした勤労観 ・職業観 を育成

し、職業生活に必要な専門知識や技術 ・技能の基礎、基本 を身に付けさせ なければな らない。

また、現代のよ うに経済 のグローバル化が進む中、専門性の習得はもちろんのこと、様々な場

面で応用できる多様な知識や技術、優れた創 造力、職業人 としての 自立性 、豊かな人間性 な どが

求 められ る時代 になってきている。専門高校 は、社会や産業界が求める、時代に合った高度 な専

門知識や技術に柔軟に対応 していく資質や能力のある人材 をも育成 していかなければな らない。

今後、豊かで活力のある社会 を維持 してい くためには、専門高校の役割 はますます重要な もの

にな ると同時に、専門高校 を取 り囲む環境の変化に応 じた教育内容の見直 しが求め られている。

産業構造、就業構造、科学技術の高度化、情報化、国際化、少子 ・高齢化等、近年の変化 は目

覚ま しく、今後 さらに進んでい くとみ られ る。専門高校 を取 り巻 く環境を正 しく捉え、社会や生

徒 ・保護者 のニー ズに応 える専門高校 を実現 していくために、これ らの変化 に適切に対応 した教

育活動の改善を図るな どの、的確な対策を展開 してい く必要がある。

一専門高校への期待 一

朝 日新聞社 が行 った教育問題 にっ いての全国世論調査(2002年7月23日 付朝刊)に よる と、

「中学生の子 どもがいる とした ら、 どんな高校に行かせ たいか」 とい う質問に対 して、「専門的

な知識や技術が身に付 く高校 」は34%、 続いて 「自由でゆとりのある高校 」が26%、 「しつけや

マナーに熱心な学校」が18%、 「大学受験に熱心な高校」は6%と い う結果が出た。 また、受験

が関心事 である小学生、中学生 、高校生の子 どもを持つ人で も、「大学受験 に熱心な高校 」 を選

んだ人は5%に 過 ぎなかった。

この結果を見 ると、大学進学に重点を置き学力向上に取 り組む高校 よりも、知識や技術の習得

を大 きな 目的 とする専門高校 に対す る期待 が うかがえる。 この結果は一つの例 に過 ぎないが、少

な くとも専門高校 はこの期待 に応 えるために、 より一層教育効果 を上げる努力をしていかなけれ

ばならない。

能力や適性 、興味 ・関心、進路希望等の多様化 した生徒 一人一人の個性 を育て伸 ば してい くた

めに、現在の専門高校が抱 えている問題点 を分析 し、教育内容 の具体的な改善策を考 えてい く必

要がある。
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1研 究の趣旨

21世 紀を迎 えて、学校教育 として取 り組むべ き主な課題 として、新教育課程への移行、魅力あ

る学校づ く りや教職員の資質向上等、様々な ものがある。

学校 は、国際化、情報化 、高齢化 とい う社会の変化の中で、新 しい時代に向けて扉 を開 き、子

どもたちが社会や環境 に対 して積極的に働 きかける力を身 に付 け、未来に向けて夢 をもつ こ との

できる教育の実現 を目指 さなければならない。個性 をは ぐくみ、新 しい時代の変化 に対応 した教

育、学校の 自主性 ・自律性 を生か した教育、魅力と活気あふれ る学校づ くり等が期待 されている

のである。

その期待に応 えるためには、生徒が生涯にわたって学び続 けるための基礎 ・基本 となる知識 の

確実な定着を図 るとともに、豊かな感性や個性 を育てるための多様 な指導内容 ・指導方法 、評価

の工夫 ・改善が必要である。また、教師の授業実践力 を高めるための研修体制の充実を図ること

も、当然のことなが ら必要 となって くる。

さらに、生徒 の自主的な活動を引き出 し、創意と活力に満ちた学校行事や生徒会活動の展開を

推進するための支援体制を整えることも課題 である。特に、現在は学校単位 で行われている部活

動について、完全学校週5日 制 とい う現状の中で、学校における望 ま しい部活動の在 り方や生涯

学習 とい う観点 も踏 まえなが ら、社会教育 との連携や運動部活動にお ける個別の学校の枠 を越 え

た在 り方 を検討 していかなければな らない。

以上のことか ら、本部会では、時代の変化やニーズに適切 に対応す る専門高校の役割は非常に

重要であるとの認識 に立ち、研究テーマ を 「魅力ある専門教育の在 り方一指導 ・評価 の工夫 と改

善一」 と設定 し、専門高校における生徒の現状分析か ら、現在の専門高校の問題点 を浮 き彫 りに

して、魅力 ある専門教育を行 うための改善策を考えてい く。

研 究の進 め方 と しては、まず始めに 「高校生にとって楽 しくて魅力ある高校 とは何か」、「生徒

は何を基準に高校 を選び、何 の目的を持って入学 してきたのか」、 「入 学後は幻滅す ることな く楽

しい高校生活を送 っているのか」、「将来の夢の実現 に向かって努力できているのか」 といった項

目について、生徒 を対象 としたアンケー ト調査を行った。

次 に、 このア ンケー ト結果 を集計 ・分析 して生徒の実態 を把握 した後、「魅力ある専門教育」、

「学校 の魅力(特 色)が 出せ る授業」、「生徒の要求に応え られ る授業展開」 と課題 について、授

業実践を通 して検 証 し、生徒がよ り意欲 ・関心 を持って授業に臨むための指導方法や評価方法の

改善 と工夫を試みた。

さらに、本部会が農業 ・工業 ・商業の合同部会であるとい う特徴 を生か し、各学科 で現在学習

している内容 が、製品や商品の製造 ・流通過程において、 どこに位 置付 けされているのかを意識

させ 、産業 とい う広い視野から自らを見っめることによって、よ り一層の学習内容の定着を図る

ための一考察 として、専門高校間の連携による授業展開を行った。



∬ 現状の分析

1ア ンケー トの 目的

本部会では、 「魅力ある専 門教育の在 り方」を研究主題 とし、職業人(ス ペシャ リス ト)の 養

成に向けて、農業 ・工業 ・商業のそれ ぞれの学科において、カ リキュラムや教育内容 についてど

の ように精選すればよいかを検討 ・論議 した。

そ こで、まず始めにその手掛か りとして、生徒に とって実際に専門高校 の魅力 とは何か、 どの

ようなことに興味や関心があるのかについてのアンケー ト調査 を行い、この結果 をもとに専門教

育の魅力 とは何かを検証 し、指導計画等 に役立てていきたいと考えた。

アンケー トの内容は、専門高校に在籍す る生徒が専門高校 に期待することは何か、どの ような

ことに魅力を感 じ、生徒 自らが積極的に参加できる授業 とは何 か、を分析 できるもの とした。

このほか、インター ンシ ップやボランティア活動、資格取得による単位 の読み替 え等 にも着 目

したが、 ここでは、

① 「何を基準に専門高校 を選んだのか、また実際に入学 してみて どうであったのか」

② 「現在魅力 に感 じていることは何か」

③ 「専門教科 ・科 目の授業 をどのよ うに考 えているのか」

④ 「学校で誇れるものは何か」

とい う4つ の項 目に大別 して、アンケー ト調査を実施 した。

調査の対象 としては、アンケー トの性質上、専門高校におけ る生活 を既 に1年 間以上経験 し、

学校 にも十分に慣れ、入学時に抱いていた期待 と現在の満足度を比較 しやすいであろ う第2学 年

の生徒に設定 した。

また、本部会は農業 ・工業 ・商業の合同部会であるた め、各学科に共通 して考えられ る質 問の

内容を選定 し、調査 を行った。

2ア ンケー トの回収状況

次のよ うにアンケー ト調査を実施 し、回収 した。

ア ンケー ト実施 人数591名 農 業 高校152名(全 体 の25.7%)

工業高校110名(〃18,6%)

商業 高校329名(〃55.7%)

3ア ンケー トの内容

今回のアンケー トは、前述 したよ うに、生徒に とって魅力 ある専門教育は何 かについての実態

を把握 し、専門高校の在 り方について検討す るための資料 を得 ることを 目的 と した質問項 目を設

定 し、次のよ うなアンケー トを作成 した。
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魅 力あ る専門 高校 に関す るア ンケー ト
このアンケー トは、専門高校(農 業 ・工業 ・商業)に通 う高校生の皆 さんに対 して行い、魅力ある専門高

校づ くりに役立てるためのものです。あなた 自身が専門高校に対 して抱えている率直な気持ちを答えて く
ださい。

学校名()高 等学校 学科名(農 業 ・商業 ・工業 ・普通)科
在学学年(1・2・3・4)年 性 別(男 ・女)課 程(全 日制 ・定時制 ・その他)

01.入 学時(入 学以前)何 を基準にこの学枝を選びましたか(あ てはまるものにOを つけてください)。

①制服が良かった(制 服がない)
②通学に便利
③学校の雰囲気が良い
④将来の職業に役立てたい

⑤専門技術を身に付けたかった

⑥資格が取 りたかった(取 れる)
⑦先輩や友達がこの学校に入学 したから
⑧家族や親戚が卒業生または在学中だから

⑨中学の先生や家族 ・親戚に勧められた

⑩他に入る所がなく、とりあえず高校に入っておかないと
周 りが うるさい

⑪授業が面白そ うだ
⑫クラブ活動をや りたかった

⑬学校行事が楽 しそ うだった
⑭学校の設備がよい

⑮普通高校には行きたくなかった
⑯私立高校には行きたくなかった

⑰就職率がよい
⑱学校の評判がよい
⑲校則が自分に合っている

⑳見学や体験入学に来て好印象だった

⑳ その他(
02.(1)上 記1の 項 目の 中で、期待通 りだったものの項目5つ 以内 を、

【はい ・どちらで もない ・い いえ】

1は い ・どち らで もない ・いい え】

【はい ・どち らで もない ・い いえ1

【はい ・どちらで もない ・いいえ】

【はい ・どちらで もない ・いいえ】

【はい ・どち らで もない ・いいえ】

【はい ・どち らでもない ・いいえ】

【はい ・どち らでもない ・いいえ1

【はい ・どち らでもない ・いいえ】

【はい ・どち らでもない ・いいえ】

【は い ・どち らでもない ・いいえ 】

【は い ・どち らで もない ・いいえ】

1は い ・どち らで もない ・いいえ】

【は い ・どち らでもない ・いい え】

【はい ・どち らでもない ・いい え】

【はい ・どち らでもない ・いい え】

【はい ・どち らで もない ・いい え】

【はい ・どち らで もない ・いい え】

【はい ・どち らで もない ・いい え】

【はい ・どち らで もない ・いい え】

)

で蚊 えて くだ い。

03.

①パソコンを使った授業は好きである

②資格が取れる授業を受けたい
③教室の授業より実習の方が好きである

④もっと高度な技術や知識を学びたい
⑤専門教科の時間数をもっと増や してほしい

⑥進学や就職に対応するコースで学びたい

⑦テス トより課題や レポー トの方が好きである
⑧ もっと普段の努力を評価 してほしい

⑨ 自分のカが正 しく評価されていない と思 う
⑩職業の専門科目に評価は必要ないと思 う

⑪その他(
04。 あなたの学校の魅力(誇 れるもの)を 教えてください。

(2)上記1の 囎 の中で・期待はずれだったものの囎5っ 以内盤[コ

(3)現 在は次の項 目に魅力を感 じていますか(あ てはまるものに○をつけてください)。
①今の学校生活に満足 している 【はい ・どちらでもない ・いいえ】

②普通教科が楽 しい 【はい ・どちらでもない ・いいえ】
③専門教科が楽 しい 【はい ・どちらでもない ・いいえ1

④資格が取得できる 【はい ・どちらでもない ・いいえ1
⑤クラブ活動が充実 している 【はい ・どちらでもない ・いいえ】

⑥文化祭(文 化的行事)が 楽 しい 【はい ・どちらでもない ・いいえ】
⑦体育祭(体 育的行事)が 楽 しい 【はい ・どちらでもない ・いいえ】

⑧進路に対する期待がある 【はい ・どちらでもない ・いいえ】
⑨先生の評判が良い 【はい ・どちらでもない ・いいえ】

⑩仲の良い先輩や後輩がいる 【はい ・どちらでもない ・いいえ】
⑪その他()

専門教科の授業について、答えてください(あ てはまるものに0を つけてください)。
【はい ・どち らで もない ・いい え】

【はい ・どち らで もない ・いい え】

【はい ・どち らで もない ・いいえ】

【はい ・どち らで もない ・いいえ】

【はい ・どち らで もない ・いいえ】

【はい ・どち らでもない ・いいえ1

【はい ・どち らで もない ・いいえ1

【はい ・どち らで もない ・いいえ】

【はい ・どち らで もない ・いいえ】

【はい ・どち らで もない ・いいえ1

)

ご協力あ りがとうございました。

教育研究員 農業 ・工業 ・商業部会
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4ア ンケー トの結果

ア ンケー トの集 計結 果 は、次 の とお りで ある。

1.入 学時(入 学以前)何 を基準に この学校 を選びま したか。

①制服が良か った(制 服がない)

い い え 『

27%

②通学に便利

どちら

で もな

い

46%

囚工業

ロ農業

ロ商業

学科別 「はい」の解答率%

Q2.(1)期 待 どお り97人

(2)期 待 はずれ52人

選択者数合計149人

選択者数/総 数25%

い いえ

33%

どちh¥識
し、 ・自;!%

3%

③学校の雰囲気が良い

5046
惇

22

一

至1

回工業

ロ農業

ロ商 業
ーー

ー
1繍

li蹄 一1上・.

い い え;i」 一撫 醇'一 噛馬
し ト　 ナ 　 コま

26%監 鎌

:一.

罐
憾

Q2.(1)期 待 どお り191人

(2)期 待はずれ77人

選択者数合計268人

選択者数/総 数45%

77

191

学科別 「はい」の解答率%

30

翻
回工業

ロ農業

ロ商業

Q2。(1)期 待 どお り97人

(2)期 待はずれ88人

選択者数合計185人

選択者数/総 数31%

①～③の質問項 目は、制服や通学経路 といったものが、 どの程度、学校 を志望す る動機 となっ

てい るかを調査するために設定 した。

集計の結果、女子生徒 の割合が多い商業高校では、制服 を学校選びの基準にしている生徒 が多

いことがわか った。 また、制服に満足 している生徒が多 く、約6割 の生徒が 「期待 どお り」であ

ると答 えてい る。
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④将来の職業に役立てたい一
い い え:

14鷲

どち ら

でもな

い

33%

学科別 「はい」の解答率%

ミ　ニサ

嫁li難 一
。.占

り
3
ノ

、
46

闇1

59
15

L_竺 ∠__」L塑 」」⊥三]圏

Q2.(1)期 待 どお り143人

(2)期 待 はずれ36人

選 択者数 合 計179人

選択 者数/総 数30%

36

143

「将来の職業に役立てたい」 とい う生徒は50%を 超えてお り、半数 は目的意識 を持って専門高

校 を選 んでいる。また、全体の3割 の うち、入学後 も 「期待 どお り」と答 えた者は8割 もいる。

⑤専門技術を身に付けたかった

い い え

149611

ど ち ら

で も な

い

31%声FL-

i..

学科別 「はい」の解答率%...
63

50151

識鰻
圖工業

ロ農業

口商業

Q2.(1)期 待 どお り164人

(2)期 待はずれ31人

選択者数合計195人

選択者数/総 数33%

31

164

⑥ 資格が取 りたか った(取 れ る)

学科別 「はい」の解答率%

5345

ー燃

64 回工業

ロ農業

ロ商業

Q2.(1)期 待 どお り218人

(2)期 待はずれ34人

選択者数合計252人

選択者数/総 数43%

「専門技術 を身に付けたかった」 と回答 した生徒は、各学科 とも50%を 超えている。また 「資

格が取 りたかった」 とい う生徒は全体の58%で 、これは今回の調査の中で最高の回答率である。

特 に、学科別 では商業科の資格への関心の高 さが伺 える。

⑦先輩や友達が この学校に入学 したか らQ2.(1)期 待 どお り35人

(2)期 待はずれ30入

選択者数合計65人

罐 選択醐/緻11%
し凝 娩 駐 業

口農業

蹴 ロ商業

一7一



⑧家族や親戚が卒業生または在学中だから

いい兀

69%

レは 撫 ・

1・鋤 ・ち ・

で も な

い

⑨中学の先生や家族 ・親戚に勧められた

回工業i

ロ農業

口商業

;ほい ・・

`2846い い 兀

47%

ど ち ら

で も な

い

25

Q2.(1)期 待 どお り16人

(2)期 待はずれ28人

選択者数合計44人

選択者数/総 数7%

凹工業

ロ農業

ロ商業

Q2.(1)期 待 どお り29人

(2)期 待はずれ21人

選択者数合計50人

選択者数/総 数8%

⑥～⑨ の回答 よ り、入学にあた り友人や家族 などの影響は少ない とい える。 また、約半数の生

徒は中学の先生などの意見ではな く、 自分の考えで専門高校 を選んでいることがわか る。

⑪他に入る所がな く、高校に入 っておかQ2.(1)期 待 どお り42人

ないと周 りが うるさい(2)期 待はずれ23人

選択者数合計65人

選択者数/総 数11%

いいえ

43%

… 鷺蹄i'

どち ら

でもな

い

29鮎

⑪授業が面白そうだ

iI!
{il
礪

いいえ

37瓢

どち ら

でもな

い

39% 瀟

Q2.(1)期 待 どお り90人

(2)期 待はずれ100人

選択者数合計190人

選択者数/総 数32%

「授業が面 白そ うだ」 とい う生徒は全体の4分 の1程 度であ り、実際の授業 は 「期待 どお り」

47%、 「期待はずれ」53%と 、生徒 の回答は分かれた。
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⑫ クラブ活動 をや りたか った

い い え

52%
どちら

でもな

い

3幅

学科別 「はい」の解答率%

25

鯉1脳

Q2.(1)期 待 どお り55人

(2)期 待 はずれ61人

選択者数合計116人

選択者数/総 数20%

14
業

業

業

工
農

商

囮

ロ

ロ

⑬学校行事が楽しそうだった

61 55

い い え

44% どちら

でもな

い

38%

学科別 「はい」の解答率%

27

瀟

1フ 国工業

ロ農業

ロ商業

Q2,(1)期 待 どお り58人

(2)期 待はずれ99人

選択者数合計157人

選択者数/総 数27%

⑭学校の設備がよい

l

i学 科別 「はい」の解答率%

∠ いいえ
ず`』

42% どち ら

でもな

い

39%

24

12

㈱

18 國工業

ロ農業

旧 商業

Q2.(1)期 待 どお り59人

(2)期 待はずれ122人

選択者数合計181人

選択者数/総 数31%

122

59

⑫～⑭の回答 よ り、学校を選択す る際、半数以上がクラブ活動や学校行事に重点 を置 き、学校

施設 はその対象ではないことがわかった。 しか し2割 弱の者が、何 らかの期待を持っている。

⑮普通高校には行きたくなかった

い い え

29%は い 一
40.%

ど ち ら

で も な

い

31%

Q2.cl)期 待 どお り51人

(2)期 待はずれ14人

選択者数合計65人

選択者数/総 数11%

14

」5

普通高校 を選 ばなかった生徒は4割 、反対 に普通高校 を希望 していた生徒は約3割 、 どちらで

もな く専 門高校 に入学 した生徒 は約3割 とい う結果になった。 また、専門高校入学後 も8割 が

「期待 どお り」 と答えている。
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⑯私立高校には行 きた くなか った

蝋
鎌 49 國工業

ロ農業

旧 商業

Q2.(1)期 待 どお り40人

(2)期 待はずれ19人

選択者数合計59人

選択者数/総 数10%

私立高校 を選択 しなかった生徒、選択できなかった生徒を含め、全体の54%の 者が 「行 きた く

なかった」 と回答 している。 しか し、2割 の生徒は私立高校 に行 きたかったよ うである。

⑰就職率がよいQ2,(1)期 待 どお り51人

(2)期 待はずれ49人

選択者数合計100人

選択者数/総 数17%

どちら 囮工業
でもな 口農業
い

5嘱 ロ商業

工業は約3割 の生徒が就職 を意識 しているが、農業 ・商業ではそれ以下の数値 となっている。

⑩学校の評判がよい

い い え

41%

け1[

どち ら

で もな

い

50%

)

学科別 「はい」の解答率%

ポ

9

一一一一一一レ ・

答 率%

!、

Q2.(1)期 待 どお り19人

(2)期 待はずれ74人

選択者数合計93人

選択者数/総 数16%

㌧

1

74

19

J

回工業

口農業

口商業

この質問は、最 も 「はい」の回答率が低かった。反対 に 「いいえ」 と回答 した生徒 は4割 もい

るた め、一概 には言えないが、職業高校の評判はあま り良くないのではないかとも考えられ る。

⑲校則が 自分 に合 っている レ
r、

Q2.(1)期 待 どお り65人

(2)期 待 はずれ80人

選択者数合計145人

選択者数/総 数25%

学科別rは い」の解答率%

一L

い い え

36%

へ

「`

;1

i1歪'_

・L融

境

..`;コ 「
諾・'

:'

い

2321

ど ち ら

で も な

44%

㌧

80
65

ノ

10

㈱

回工業

ロ農業

ロ商業
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⑳見学や体験入学に来て好印象だった

い い え

34%

は い

211鯖,

ど ち ら

で も な

い

45艦

学科別 「はい」の解答率%

既

【
U

稲
皿
開
朋
閣
阿
凹
皿

繍

2s

20 1国工業

ロ農業

厘 商業

Q2.(1)期 待 どお り31人

(2)期 待はずれ32人

選択者数合計63人

選択者数/総 数11%

32 31

校則 の 「はい」の回答率は、工業科が他学科よ り10%ほ ど低 くなっている。全体か ら見ても、

校則 は自分 に合わない と感 じている生徒が36%い ることがわかった。 また、見学や体験入学の印

象は、34%の 生徒が悪いイメー ジを持っている。入学後は約半数が 「期待 どお り」 と答 えている。

2(3).現 在 は次 の項 目に魅 力 を感 じてい ます か。

①今の学校生活に満足している ②普通教科が楽しい ③専門教科が楽しい

① より、学科別の回答率を比較す ると、農業科37%・ 商業科35%・ 工業科21%と なってい る。

② より、専門高校では、普通教科の授業を好む生徒はかな り少 ない数値 となっている。③ よ り、

普通教科 と比較す ると、 「専門教科が楽 しい」 と答えた生徒は倍 以上で、 「いいえ」 は約半数に

減少 している。 また、約4割 の生徒が専門教科を好んでいる傾向が分かる。

⑤ クラブ活動が充実 してる ⑥文化祭(文 化的行事)が 楽 しい一
、烈彪

い

蚤

汝

58

⑦体育祭(体育的行事)が楽 しい ④ より、資格が取得できることは、約6割 の生徒が魅力 を

感 じている。 このことはQ1⑥ の入学時の選択理由 とほぼ同

じ結果 となっている。⑤～⑦の質問に関 しては、残念なが ら

「いいえ」 とい う回答率が上回 っている。 クラブ活動や文化

的 ・体育的行事 などの特別活動には専門高校 の場合、魅力 を

感 じていないとも判断できる。

11



⑧進路に対する期待がある ⑨先生の評判が良い ⑩仲の良い先輩や後輩がいる

ぼi聾、い い え

32貯39鮎

ど ち ら

で も な

い

29%

⑧ よ り、 「どちらで もない」 と 「いいえ」の回答率は76%で 、進路 に関する期待は低い。先 の

質問で、 「専門技術 を身 に付 けたい」55%、 「資格が取 りたい」58%と い う結果が出ているが、

進路や就職に関 してはあま り期待 していない とい う結果が出ている。⑨ よ り、進路などと同様 に

教員 に対 しても興味関心は低い。⑩ よ り、回答率は 「いいえ」が若干多いが、概ね3割 程度ずつ

に分かれた。

3専 門教科の授業について、答えて ください。

①パソコンを使った授業は好 ②資格が取れる授業を受けた ③教室の授業よ り実習の方が

きである い 好きである

いい 補

s%li:どち ら

でもな

～
① よ り、パ ソコンを使った授業には圧倒的に興味関心が高い ようである。学科別 に 「はい」 と

答 えた割合が一番高かったのは 「商業科」67%、 次 いで 「農業科」51%、 「工業科」47%で あっ

た。② では先の質問でも傾 向が出てい るが、多数の生徒が資格の取れ る授業を望んでいる。

また、資格取得 は一つの魅力 になっていることが分かる。③か ら、教室での授業よ り実習の方

が好まれ る傾向が非常に高い。学科別では農業科が66%と 「はい」の回答率が一番高かった。

④ もっと高度な技術や知識 を ⑤専門教科の時間数 をもっと ⑥進学や就職に対応するコー

学びた い 増や してほ しい スで学びたい

い い え 「、

18覧 卜

,ば い39馬
、

ど ち ら

で も な

43覧

④～⑥それぞれの回答率は、ほぼ同様な数値 となった。 もっと高度な技術や専門的な学習を望

んでいる生徒 も約4割 であれ ば、授業内容の検討次第では実施可能 と考え られる。
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⑦テス トよ り課題や レポー ト ⑧ もっと普段の努力を評価 し ⑨ 自分の力が正 しく評価 され

の方が好 きである てほしい ていないと思 う一
い いえ

37%

は い

.}245.・

どち ら

で諮

39%

⑩職業の専門科目に評価は必

要ないと思う

いいえ

26監

唱は い

㌧1'

どち ら
な

覧

も

い

61

で

い い え

13>;

どちら

で もな

い

54望

1騨 羽:・

onx

い いえ

23$

どちら
でもな
い

¥56X一

⑦ の結果は、 「どちらで もない」39%で あるが、課題や レ

ポー トといった長期間にわたるものよ り、短期間ですむテス

トの方が意外にも好まれ る傾向があるようである。

⑧ より、 「もっ と普段の努力 を評価 してほ しい」 と望む生

徒は、33%に 及んだ。 「どちらでもない」54%を 考えると、

生徒 自身は評価 どお りであると考えていることがわかる。

5ア ンケー ト分析のまとめ

入学時(入 学以前)の 専門高校を選んだ基 準は、 「専門技術 を身に付 ける」 「資格 を取 る」

「将来の職業に役立てたい」 「授業が面白そ う」 「通学に便利」 といったこと等があげ られる。

反対に、専門高校を選んだ観点にないもの としては、 「先輩や友達、家族や親戚等の影響」が

あげ られ る。 また、 「クラブ活動」や 「学校の評判や制服」な ども、入 学の動機付 けにはな らな

い ことがアンケー ト調査か ら分かった。

入学後 に 「期待 通 り」であったことは、 「専門技術 を身 に付 けられ る」 「将来 の職業 に役立て

られる」 「資格 が取れ る」等であった。 しか し、入学後に 「期待はずれ」であった こととして、

「就職率がよくない」 「授業が面 白くない」等、期待に胸 を膨 らませて入学 してきたにもかかわ

らず、少なか らず生徒の夢 を壊 して しま う要素が、現在の専門高校には存在 しているように考え

られ る。

入学 してきた生徒全員が、それまでの学習状況や学力に多少 の差 はあるに しても、専門教科 ・

科 目については、全員が同 じスター トライ ンに立って学習 を始めることができるとい う特徴があ

る。生徒がよ り興味関心を持って学習に取 り組むためにも、いまの学習進度がどの程度 なのかを

常に生徒 自身に意識 させ る とともに、生徒一人一人 の理解度 を的確に把握 し、より十分 な知識や

技術を身 に付 けさせ るためにも、授業における評価 を適切 に実施す ることが大切である。

また、生徒 自身が学ぶ専門高校 の特色をよ り具体化 し、自ら学習 に対 して誇 りと自覚 を持つ と

ともに、産業社会において 自らが果 たすべ き役割を見出すためにも、農業 ・工業 ・商業 の各専門

高校 間における連携授業を取 り入れて、自身の学習効果の深化を図ることも必要な要素の一つで

ある。
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皿 分析を踏まえた研究

アンケー ト分析 の結果 を踏まえて、農業 ・工業 ・商業の各学科 にっいて、魅力 ある授業及 び

評価 の在 り方 について考察 してみ た。

1農 業高校における魅力ある授業 ・評価の在 り方

(1)農 業高校の生徒 にとって魅力ある授業 とは

アンケー トか らは、専門高校全体 の共通点 の 「魅力」

や 「期待」が多 く見出 された。 その中で農業科 の傾 向

として現れ たのは、専門教科 ・科 目に対す る期待度の

高 さであると言 える。生徒 の多 くは専門教科 ・科 目の

授業、特に実習科 目を 「楽 しい」 と感 じ、その学習を

通 じて 自分の将来 の夢 を持 っている。

しか しその反面、普通教科 ・科 目に対す る関心はあ

ま り高 くな く、学校 行事やその他 の活動への期待感 も少 ない とい うのが現状である。基礎的 な

学力や社会性、協調性 、公共性 な どを生徒が身に付 ける場で ある学校 としては、いささかの不

安 を感 じざるを得 ない。また、昨今の就職難 とい う現状 も認識 し、入学後に混乱 をきた してい

る者 も少 な くな く、特 に深刻な就職難 の現状に、大きな不安 を持っ者 も多い。っま り、生徒に

とって現在の農業科の高校は、 「居 心地 は悪 くない し比較的楽 しい が、将来の不安感 も抱いて

しま う場所」 と言 えなくもない。

以上のことか ら、 「魅力ある農業科の授業」 として、以下の ことを挙 げることができ る。

①資格取得の重要性

現在 、農業科の様 々な学科 では、その専 門性に合わせ た資格取得 の道 が開かれてい る。 し

か しそ の多 くは、学校、学科 ごとに独 自に受験させているのが現状で、その ときの担 当者任

せ になっている場合 もあ り、指導 ・実施 の統一性や継続性、必要性 な どに一部欠 けている面

があるのが現状である。農業科全体において、一人一人 の生徒の必要性 に合 わせて、有効な

資格 を取得 させ る体制づ くりが必要である。

②普通教科 ・科 目や学校行事等 との連携

基礎 的な学力の向上 は、専門性 を高めるために も必要 な要素であるが、普通教科 ・科 目の

指導において も専門教科 ・科 目との関連性 を重視 し、興味関心の尽 きない教材づ くりを行 う

ことが必要である。 また、学校行事へ の参加 は、社会性の他に も様 々な能力の育成 に有効 で

ある。 日頃の学 習の成果を発表す る場 、社会への貢献 を実現す る場 としての学校行事を、有

効 にかつ計画的に活用す るこ とが必要 である。

③一般社会 との連動性

現在でも生産品の販売や外部での花壇づ くりな どに よって、各 学校は地域 との連携 を深 め

てい る。生徒 自ら製 造 ・栽培 した ものが社会に認 められ ることは、 自信 とや る気 を向上 させ、

よ り発展 した学習 につ なが る。今後、学校外での就業体験や地域への還元の活動 を積極的 に
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増加 し、 より完成度 の高い生産 品の作製、栽培技術の確立へ とつなげることが大切であ る。

④新 しい技術 、設備への適応性

基本 的な技術 の習得はもちろん重要であるが、実社会で現実に通用す る新 しい技術等への

対応 も必要 となる。 昨今 の財政不足の中、特に新 しい設備 等 を導入す ることは、大変困難 に

な りつっあ るのが現状である。 しか し、現場実習や施設見学な どを通 して、知識のみ でな く

実際の設備 等に触れ る工夫 を考えていかな くてはな らない。

このよ うな点か ら、現在 の農業科の授業の中か ら、 「魅 力あ る授 業」をよ り実現 しやす い教

科 ・科 目としては、実習 を主体 とした様 々な科 目が考え られ る。

第一 に考 え られ るのが、 「課題研究 」で ある。 「課題研 究」は 、農業 に関す る課題 を一人一

人の生徒が興味 ・関心 ・進路希望な どに応 じて課題 を設 定 し、その解決 を図 る科 目であ る。総

合的に問題 を解 決す る能力や 、 自発的、創造的な学習態度 を育て る意味でも、大変重要な位 置

にある。その上、個々の資格取得に も対応が可能なため、希望す る多 くの生徒 に対応でき る。

しか し、現状 ではその可能性 を十分に生か していない場合 も多 い。 「施設 、設備の整備の必

要性」や 「基礎 的学力の低 下」がその要因 としてあげ られ るが、担 当す る教員の人数や その専

門分野 にも限界があ り、必ず しも生徒 の希望は満た され ていない。教員一人一人 の研修 は もち

ろんのこ とで あるが、市民講師 の活用な ど幅広い対応を行 える環境づ く りが必要である。

その他 に も、基礎的科 目で ある 「農業科 学基礎」や 「環境科 学基礎 」、 「総合 実習」 な どは

生徒 の興味関心を高めるもの として重要 である。それ らは必要 に応 じて地域への奉仕活動や集

中実習、宿泊を伴 う実習や産業現場での実習 も可能なため、様 々な授業 を実施す ることがで き

る。 また、少人数 での実習 も可能で、 よりきめ細かい指導 と評価が可能 となる。 この よ うな科

目の中で、生徒 一人一人の卒業後の進路や ライフワー クに幅広 く対応 できるもの と考 える。

(2)評 価の在 り方

アンケー トの結果 を見 る限 りにおいては、現在の評価 の仕方で不満 と考 える生徒は少ない。

なかには、 「普段の努力に対す る評価 を重視 してほ しい」等 の結 果はあがったが、その側 面だ

け安易に評価規準の ウエイ トを高めることは、知識 ・技術の習得 に とって、場合 によってはブ

レーキをか けるこ とにもなる。従 来か らの 「知識 ・理解」に重点 を置 く評価 に加えて、以 下の

よ うな点 も評価 してい くことが重要 であると考 える。

①創意 工夫、独創性 にかかわる評価

この評価にあたっては、授業その ものが生徒の 「創意 工夫や独創性 」をは ぐくむ内容 でな

ければな らない。前述 した科 目は、その可能性 を十分に持 った ものである。評価にあたって

も、学習の結果 に とらわれず、途中経過か ら十分に学習状況 を観察 して、生徒の柔軟 な発想

を評価す る。 また、評価だ けに終わ らず、その後の活用や発展 に も適切にア ドバイ スす るこ

とが重要である。

②努力、協調性 にかかわ る評価

実習 を伴 う科 目は、比較的少人数での実習が可能な ことが多 い。 そのよ うな場合に、グル
ープの中での リーダー シップ

、協調性 、貢献度 など、集団 の中 での活動状況の評価 は、特 に

重要 となる。 また、 日常あま り目立たないけれ ども地道 に行 われている学習にも注 目し、そ

の努力 に対 して正 当に評価 しなけれ ばな らない。
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2工 業高校における魅力ある授業 ・評価の在 り方

(1)工 業高校の生徒 にとって魅力ある授業 とは

ア ンケー トか ら普通教科 にっいて分析する と、専門高校全体の集 計結果では 「普通教科が楽

しい」 と答えた生徒が全体の14%で あるの に対 し、「いい え」 と答 えた生徒は全体の40%も お

り、 「どちらでもない」 を含 めると86%と な り、授業 としての魅力 は低いよ うである。

同 じ質問につ いて、工業高校 のみで分析す ると、全 日制の グラフは専門高校全体の集計結果

と類似 しているが、定時制の結果では 「普通教科が楽 しい」 と回答 した生徒が29%で 、専 門高

校全体 と比較す ると、やや高い数値 を示す結果 となった。

そ の反面、 「いいえ」 と回答 した生徒は、 「全 日制」42%、 「定時制」38%と 、約4割 の生徒

が 「楽 しくない」 と答 える結果 も出た。 よって、座学中心の普通教科 のよ うな学習体制では、

専門高校 において魅力ある授業を展開す るこ とは比較的 困難であ ると考 える。

専門高校全体 工業高校定時制

次 に、専門教科 について分析す る と、専門高校全体で 「専門教科が楽 しい」 と答えた生徒 は

39%で 、「普通教科が楽 しい」 と比べて25%も 増 えている。

また、 「いい え(楽 しくない)」 の回答率 も22%と 、18%も 減少 して いる。 よって、 この結

果か ら、現在あ る専門教科の授業 に工夫を加 え、生徒 がよ り楽 しんで学習できるよ うな授 業を

展開すれ ば、魅力ある授業 に近づ けると考える。

これ を工業高校全体で分析す る と、全 日制 は専門高校全体 とほぼ同 じ数値 になっているが、

定時制 では 「普通教科が楽 しい」 のデータ と比較す ると、「はい」 の回答率が低 くなっている。

この結果か ら、定時制に限って言 えば、 これ までのよ うな教室の授業 では、魅力ある授業を展

開するには限界があ り、その方法や 内容 をよ り工夫 ・改善 してい く必要が ある。

専門高校全体 工業高校定時制
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さらに、生徒 はパ ソコンを使 った授業や教室以外 の実習 を好む傾 向があ り、全 日制 ・定時制

ともに5割 を超 えている。 この ことに より、パ ソコン教材 を生か した各専門教科 ・科 目の授業

展開の工夫や 、普通教室 を離れ て行 う実験や実習 を通 し学ぱせ る方法が、魅力ある授業の展開

には不可欠 であると考 える。

工業定時制

(2・)評価 のあ り方

評価 について の集計結果 を分析す る と、 「もっ と普段 の努力 を評価 してほ しい」 とい う質 問

については、全 日制 ・定時制 ともに 「どち らでもない」が一番 多かった。 しか し全 日制 の63%

に対 して、定時 制は41%と 数字 にか な りの開 きが あ り、 さらに定時制 だけを見 ると、 「どち ら

で もない」41%に 対 し、 「はい」38%と その差はほ とん どない。 よって、定時制 の生徒の方 が、

普段 の努力を評価 されていないと感 じている傾向が強い よ うである。

「自分のカが正 しく評価 されていないと思 う」の質問にっ いては、全 日制 ・定時制 ともかな

り異 なった結果 となった。 「はい」 と回答 した者 が、全 日制では2割 程度 に留ま ってい るが、

定時制では4割 を超 えている。

これ らの集計結果 をま とめる と、全 日制では、教員 の評価 に対 して生徒の8割 近 くが 自己評

価 とほぼ一致 している と考 えてい るようである。 しか し定時制 では、4割 を超 える生徒 が教員

の評価 に対 し、 自分 に対す る評価 が正 しく行 われていない と感 じてい る。

以上のよ うな結果 か ら、評価 については、定時制生徒の 自己評価 と教員の評価 との差 をな く

す ために、本年度 か ら導入 された年 間授業計画 の公表 を活用 した り、評価の観 点や評価 方法に

つ いて生徒や保護者 に理解 して もらうことが大切で あると考 える。

いいえ

21%

どちらで

もない

41%

は い

38巽.

i

いい凡

r7%

どちらで

もない

38%

はい

45%

工業高校定時制

17一



3商 業高校 における魅力ある授業 ・評価の在 り方

(1)商 業高校の生徒 にとって魅 力ある授業 とは

資格取得を学校選びの基準にして

いる

さらに、普通教科 に比べ、専門教科の授 業に満足 している生徒が多 く、

専門教科の授業 に満足 してい るとい う結果 も出た。

に得 られ るものであると考え る。 また、「パ ソコンを利用 した授業 は好 きか」 とい う質問に対

して、3人 に2人 の生徒 が好 きである と答 えた。 「教 室を利用 した授業 よ り実習の授業のほ う

が好 きか とい ト 。に ・してL上 の生徒が きであ と麓 えた

アンケー トの結果 によると、多 くの生徒 は、商業

高校の専門教科 ・科 目の授業には満足 してい る結果

が出た。3人 に2人 の生徒が、資格取得 を学校選び

の基準 にしてお り、入学後 も約7割 の生徒が商業高

校で得 られ る資格 に満足 している。 また、資格取得

に関す る授業 においては、7割 の生徒がそれ らの授

業に魅力 を感 じ、満足 している。なお、魅力 を感 じ

ていない生徒は、1割 に も満たなかった。

3人 に1人 の生徒 は

しか し、それは各種資格が取得 できた とき

農 業高校や工業高校 との学習にお ける大きな違 いは、 ものを作 り出す ことができるか否 か と

い う点が大 きいよ うに感 じられ る。すなわち、商業高校の授業 においては、ものを生産 した り

加工 した りといった授 業が展開 しに くく、そこに授業に対す る自分のかかわ り、満足感や達成

感 といった ものが味 わいにくいのではないかと考 え られ る。

生徒 が主体的に活動す る実習科 目として商業高校 には 「総合実践」があ るが、そこで も実際

の商品や金銭は使用 されずに、あ くまで も"模擬"の 枠 を超 えることはできない。例 えば、そ こ

に農業 高校 ・工業高校 ・商業高校 の連携を生か した授 業展開ができれば、そのなかで商業 高校

の役割 を十分に意識 しなが ら学習できるのもの と考 える。

商品の企画や 開発、マーケ ッ トリサーチか ら生産過程 においては、消費者 と生産者 との橋渡

し役 であ り、生徒 は出来上が った製品の販売計画、販 売促進活動 、実際の販売な どに関わるこ

とによって、実際 に 自分たちの企画 した ものが製 品 として形 になるこ との大 きな喜びを感 じる

ことができる。今 までの商業教育は、事務処理能力 に長 けた、有能 な事務職員や販売職員 の育

成が中心であった。 しか しこれか らは、経済社会 の変化に柔軟 に対応で きる能力 とビジネ スの

諸活動 を行 うための創造的 な能力の育成が中心であ り、ベ ンチ ャー精神 を持 った起業家の育成

にカ を注 ぐ必要がある。 そこに新たな商業高校の魅力が見つ け られるものと考 える。
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(2)評 価 のあ り方

テス トより課題やレポー トの方が アンケー トの結果 による と、各科 目の 自分の評価

好きか にはあま り関心がない とい う結果が出た
。評価に関

はい しての質問では、約4割 の生徒 が、課題や レポー ト

いいえ'20.%:'よ りもテス ト1・よる評価 を望んでい る・

41%"「 もっ と普段 の努力を評価 してほ しいか」 とい う

どちらで 質問に対 し
、半数以上の生徒が 「どち らでもない」もない

39%と 答 えてお り、 自分の努力が評価 に反映 され ている

と考 えている。 しか し一方で、約3割 の生徒が普段

の努力が評価 されていない とも考 えている。一

これ らのアンケー ト結果か ら読み取れ るこ とは、いか

生徒 自身が 自分 の評価 に対 して、 あま り興味がない

いいえ`と い うことであった
。 このことについて、教員は し

15%

っか りと受 け止 め、考えていかな くてはな らない。

「専門科 目に評価は必要 ない と思 うか」 とい う質

鷺郡 問に対して・「腰 ない」と考える生徒は・わずか
55%約13%で 、おおむね今 の評価 に満足 している と考 え

られ る結果 も表れた。

生徒が 自分 の評価 に対 して関心がないのは、従来型の 「技能 ・知識 ・理解 」に重点 を置いた

評価 に興 味がない とい うことではないかと考え られ る。 そのよ うな評価の観点 か ら、 「関心 ・

意欲 ・態度」や 「思考 ・判断」 といった観点に重点を移 してい くことで、生徒 自身の評価 への

関心 は高まってい くもの と考 えられ る。

また、教員 か らの一方的 な評価で はな く、生徒 自らの 自己評価や生徒 同士の相互評価 も有効

になって くる。 さらに、専門高校間に よる連携授業 を考 える とき、農業高校や工業高校 の生徒

の活動 に対 しての相互評価が必要 とな り、当然の ことなが ら相手 を正 当に評価す る力 の育成 も

必要 となる。 この よ うに、評価 を通 じてビジネス社会において周 囲 と協調す ることや 自分の役

割 を遂行す ることの大切 さを認識 させ ることが大切であると考 える。

4本 部会 における魅力ある専門教育への提案

専門高校 に入学 して くる生徒一人一人が、各学科 の持つ特徴 を十分に理解 し、そこで学んだ

ことを一つのきっかけとして、よ り高度な知識や技能の習得 を実現 させ るこ とが、魅力 ある専

門教育の在 り方 である と考える。

そ こで、本部会では専門高校で学ぶ生徒 が、 より主体的に興 味関心を持 って授業 に臨み、そ

こで学習 した内容 が確実に定着するために、専門高校間での連携 した授業づ くりを通 して 自己

の専 門性 を認識す るとともに、実習科 目において普段 の努力 をよ り的確 に評価するための 「関

心 ・意欲 ・態度」の評価 の観点 を中心 とす る指導 ・評価 の工夫 と改善 について、授業実践 によ

り提案 してみ る。
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N事 例研究

1ク リスマス リース製作 にみる専門高校で連携 した授業づくり

本部会では、ア ンケー トの集計結果 を踏 まえて、 どういった取 り組みによって魅力ある専門高

校づ くりが実現できるかを話 し合った。各学科 とも専門科 目に関する授業 には多 くの生徒が現状

には満足 しているが、よ り学習の深化が図られ、発展的な学習へつながってい くためにも、 日頃

の授業の中での取 り組みに工夫 ・改善 を加えてい くことを考えた。

そこで、普段の授業活動の中で農業 ・工業は 「つ くる」 ことの強み を生か し、商業では、それ

らに どう 「付加価値」を加 えてい くかを考えた結果、 クリスマス リース(以 下、 リース)の 製作

過程 を学校 間で連携 し、授業実践を行 うこととなった。

各学校の授業 による連携は、次のとお りである。

①商業高校で リースのデザインを行 い、農業高校 に発注す る。

②工業高校では リースを飾 る木枠の作製 を行 う。

③農業高校では送 られたデザインをもとに、 リースの作製 を行 う。

各学校での授業内容は、次のとお りである。

(1)商 業高校での授業実践

前述のよ うに、商業高校 の 「総合実践」では、実際の商品や金銭へのかかわ りがなく、"模擬"

の枠 を超 えることができなか った。 そこで商業高校を実社会の商店に見立て、農業高校 に商品の

注文 をし、その商品が実際 に自分の手元に届 くことによって、ものの存在を実感す ることができ

るのではないかと考えた。

今回は 「課題研究」の情報処理分野を選択 している生徒 の授業 において、

①スキャナの利用 とい う単元で、 リースのデザイ ンを ずる。

②インターネ ッ トの利用をテーマに、作成 されたデザインを農業高校に発注する。

といった2っ の学習内容について授業実践を行った。

1第1回 目の授業実國

① 日 時 平成14年10月8日(火)1・2時 間 目

② 内 容 リー スのデ ザ イ ンを行 い 、それ を画像 デー タ と して スキ ャナ で取 り込み 、 フ ロ

ッピー デ ィス クに保 存す る。

③ 学習 指 導案

課題研究(情 報Bコ ース)学 習指導案

1.主 題 名 スキャナの操作に習熟する。

2.目 標 これまで、キーボー ドやマ ウスを利用 して、デー タの入力等を行ってきた。 しか

し最近では、文字データだけでなく、写真や絵 などの画像データを加工し、利用さ

れることが多くなってきている。この単元ではスキャナを利用して、図や絵、写真

などもデータとして利用できることを理解させ、スキャナの操作に習熟させること

を目標とする。

3,対 象 生 徒A商 業高等学校 商業科 第3学 年選択者12名

4.本 時のね らい スキャナの操作に習熟することにより、画像データを使った年賀状の作成や画像

処理能力を育成 し、コンピュータ操作に主体的に取 り組める技術を養 う。
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指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

・ク リ ス マ ス リー ・前時に予告 した リ ・実際に農業高校で作製 さ

準 スのデザイン見 一 スのデザイ ンを
れ たク リスマ ス リースの

本の提示 各自考案する。 見本等を提示 し、連携授

備 ・デザインに必要な 業に取 り組むことに興味

道具を準備する。 を持 たせ る。

・連携授業を行 う ・本時の学習内容を ・連携授業を行 うにあたっ

ことの意義につ 確認す る。 て、生徒が興味関心を引

いて説明 くよう心がける。

導 ・各学科 間の連携 の中で 、

自分たちの果たす役割に

ついて理解 させ る。

入 ・デー タの種 類 と ・コ ン ピ ュ ー タ で 利 ・文字デー タだけで なく、 ①デー タの用途に

利用 される入力 用されるデータの 画像データが利用できる 応 じて、 どの入

装置について 種類 と入力装置に こ と に よ っ て 、 コ ン ピ ュ 力装置を選択 し

ついて理解す る。 一タの利便性が拡充する たらよいか判断

io こ と を理解 させ る。 でき る。

分 (思考 ・判断)

・画像デ ー タの利 ・画像 デー タの利用

■

・画像データを利用 した年

用例にっいて について気付いた 賀状、POP広 告 、クラ

ことをま とめ る。 ス通信などを提示 し、画

像データが様々な場面で

利用されていることを理

展 解 させ る。

・デー タの もとと ・ク リ ス マ ス リー ス ・スキャナ装置が教室に1 ②図画の作製に意

なる図画の作製 をデザインする。 台しかないため、少人数 欲的に参加 して

ずつ、何回かに分けて説 い る 。

明す る。 (関心 ・意欲 ・

態度)

開 ・スキャナの使用 ・操作方法について ・間違った方法で操作しな ③スキャナの操作

方法の説明 理解する。 いかどうか、生徒の近 く 方法について理

・画像デー タの取 ・完成したデザイン にいて指導する。 解 で きる。

り込み をスキャナでコン (知 職 ・理解)

80 ピュー タに取 り込

分 む 。

・入力デー タの確 ・入力 され たデー タ ・エクスプ ロー ラの操作方
■

ま 認 を 、 エ ク ス プ ロ ー 法にっいて説明する。

と ラを使って画面上

め で確認する。

・デザインの相互 ・完成 したデザイン ・一つ一 つのデザイ ンを提

評価 をお互いに評価す 示 し、自分以外の作品に

10 る 。 つ いて、よい点 を列 挙 さ

分 ・次時の予告 せ る 。
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5.本 時の評価の観点

評 価 規 準 と 方 法 評 価 基 準

0

データの種類に応 じて、どの入力装置

を選択するか理解できる。

(知識 ・理解)

A入 力装置にはい くつかのタイプがあり、デ

ータの種類に応 じて、どの入力装置を選択

するか理解できるD

B入 力装置にはい くつかの種類があることを

理解できる。

0

図画の作製に、意欲的に参加 している。

(関心 ・意欲 ・態度)

Aデ ザインをするための準備ができ、かつ色

鉛筆などを使って、丁寧に作業している。

B色 鉛筆などを使い、丁寧に作業している。

0

スキャナの操作方法について理解でき

る。

(知識 ・理解)

Aス キャナの操作方法について習得でき、教

員の指導がなくても操作できる。

Bス キャナの操作方法について習得でき、教

員の指導があれば操作できる。

(注)評 価基準の 「A」は十分に満足できる、「B」 はおおむね満足できるを示す。

④生徒の反応等

は じめは、授業を利用 して何か特別なこ とをさせ られ るのではないか と戸惑っている生徒も

多 く見 られ たが、授業 を展開 してい くにっれ、生徒 自身のテーマである情報技術の習得 とい う

点で、普段 と何 ら変わ らないことを理解 してくれた。

また本時の内容は リースのデ ッサ ンとい うことで、絵の得意ではない生徒 も若干名いたが、

農業高校か ら送 られてきた リースの見本を見せ なが ら、実際に リー スづ くりに挑戦 させ ること

によって、関心 ・意欲 を高めることができた。

デ ッサンの過程で多 くの時間を費や して しまい、本題であるスキャナの操作に割 く時間が短

くなって しまったのは反省点である。 しか し、多くの生徒が他 の専門高校 と連携 して授業 を展

開 していくことに興味を示 し、自分のデザイ ンが実s.r.に製品として完成することに大 きな期待

を抱いてくれたことは、大 きな収穫であった。

リースのデザ イン リースづ くりに挑戦する生徒
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塵2回 目の授業実践1

① 日 時 平成14年11月5日(火)1・2時 間 目

② 内 容 前回の授業でフロッピーデ ィスクに保存 した画像デー タを、電子 メール を利用

して農業高校に送信 し、「注文」 とす る。

③学習指導案

名

標

題主

目

1

2

3.対 象 生 徒

4.本 時 のね らい

還題研究(情 報Bコ ース)学 習指導案

インターネ ットに触れてみよう。

これまで表計算や文書処理などアプ リケーションソフ トを利用 して様々な情報を

処理する能力を習得 してきた。 しかし今 日では、情報通信ネッ トワークの利用が主

流 となってお り、そのためのルールやマナーを身に付けることが必要不可欠となっ

ている。

そこでこの単元では、インターネ ットのしくみや、電子メールを利用 したデータ

通信について操作方法を習得させるとともに、情報通信のルールやマナー(ネ チケ

ット)に ついても理解させることを目標 とする。

A商 業高等学校 商業科 第3学 年選択者12名

①情報通信のルールやマナーを身に付けることが、ネッ ト先の相手に迷惑をかけな

いこととなり、同時にネッ トを利用することによって発生する トラブルから自分

の身を守ることにつながることを理解 させる。

②電子メール ソフ トを利用 して、データ通信の一操作について習得させる。

指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

・前時に作成 したデ ・指導 の内容 が、 メール ソ

準 ザイ ンが フロツ ピ フ トの操作方法の習得の

一ディスクに保存 みに偏ることがないよう

備 されていることを に、ネチ ケ ッ トの理解 に

確認する。 ついて も十分配慮する。

・イ ンターネ ッ ト ・教室内LANも ネ ・情報に関する専門用語を ① イ ンターネ ッ ト

導 の しくみ ッ トワ ー ク の 一 つ 多用せずに、生徒の身近 によって情報通

入 であることを理解 な ところにネ ッ トワー ク 信技術が飛躍的

す る。 が存在することを理解さ に進歩したこと

io せ る 。 を理解できる。

分 (知識 ・理解)

・ネチケ ッ トにつ ・実際にイ ンターネ ・講義形式の授業にこだわ

いて ッ トを使 って、ネ らず 、実際 にイ ンター ネ

チケットに関する ッ トを体験させることに

サイ トを閲覧 し、 より、知識の理解 を深め

ネチケッ トについ させることに配慮する。

展 て理解する。

・検 索エン ジンを利
②情報通信サー ビ

用 し、他 のキー ワ スの利用および

一 ドを入力 して
、 操作方法につい

目的とするサイ ト て理解 で きる。

開 を閲覧する。 (知 識 ・理 解)
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5

・前時に作成 した
① メールア ドレスの ・メールサ ー ビスを利 用す

ク リ ス マ ス リ ー 取得 、パス ワー ド るときに設定するユーザ

スの画像 プアイ の設定を行 う0 IDや パ ス ワー ドが 、個

ルを農業高校に (MSNホ ッ トメー 人情報を守るためにある

メールで送信す ルサービスを利用 ことを理解 させ る。

る 。 す る 。) ・電子メールの送信方法 に

② メールの作成およ ついて習得 させ る。

びプアイルの添付

$0 後、農業高校へ送

分 信す る。

・イ ン タ ー ネ ッ ト ・イ ンターネ ッ トの ・教員 の質 問等に よって
、 ③ インターネ ッ ト

ま の光と影につい 利便性 とその裏に 生徒の意見を導 き出すの に興味を持 ち、
と て 潜む危険にっいて ではなく、自由な発想で 討議に参加 して
め 討議する。 意見できるように配慮す い る 。

・他の生徒の意見で
る 。 (関心 ・意欲

10 ・質疑応答 気付いたことをま ・態度)

分 ・次時の予告 とめる。

本時の評価の観点

評 価 規 準 と 方 法 評 価 基 準

インターネッ トによって情報通信技術 A身 の 回 りに様 々な形で、情報ネ ッ トワー クが

が飛躍的に進歩 したことを理解できる。 存在 している ことを理解 し、イ ンターネ ッ ト

0 (知 識 ・理解) の しくみ につ いて理解で きる。

Bイ ンターネットの基本的な しくみについて理

解で きる。

情報通信サービスの利用および操作方 Aイ ンターネッ トを利用する上でのルールやマ

法にっいて理解できる。 ナーを理解 し、実践できる。サイ トの検索方

0 (知識 ・理解) 法、ファイルを添付 した電子メールの送信方

法について理解できる。

Bサ イ トの検索方法、ファイルを添付した電子

メールの送信方法について理解できる。

インターネットに興味を持ち、討議に Aイ ン ター ネ ッ トの光 と陰にっいて理解 でき、

0
参加 している。 かつ自分の意見として述べることができる。

(関 心 ・意欲 ・態度) Bイ ンター ネ ッ トの光 と陰にっいて、理解 で き

る 。

(注)評 価基準の 「Ajは 十分に満足できる、「B」はおおむね満足できるを示す。

④生徒の反応等

今回の授業では、 コンピュー タの操作に終始 した時間であったこと、インターネ ッ トを利用

す るとい う生徒 に関心の高い分野での授業展開とい うこともあ り、多 くの生徒が興味を示 した。

また、メール を農業高校 へ送 る際に、 「自分のデザイ ンが採用 され ますよ うに」 と真剣な願

いを込めてメ ッセー ジを作成す る生徒 もお り、前回と同様に学校間連携の授業に多 くの生徒が

強い関心を示 して くれたことに、教 える側 もや りがいを感 じることがで きた。
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ク リスマス リースのお礼

農業高校のみなさんへ

ク リスマス リースを作 って くれて、 あ り

が とうございます。 自分のデザイ ンが選

ばれ る と思 って いなか ったので、 とても

ビック リしま した。 とって も、かわ い く

で きて いたので、嬉 しか ったです 。 リー

スは、 さっそ く家に飾 って います 。

A商 業高校

0000

インターネ ッ トで注文する生徒 電子 メールの内容

(2)工 業高校での授業実践

工業高校 では、 自校独 自の実習体制ができ上が ってお り、今 回の授業実践のよ うに他校 か ら

の依頼に より、作 品や課題 を作 る実習はほ とん ど行われ て来なかった。そのため、 リース を飾

る枠 といった物を作 品にす る課題は今までなく、生徒には専門高校 の連携による授業の趣 旨説

明か ら入 ることになった。

また、作業においても、今 までに経験 しなかった作業をす ることは大変困難 な ことなので 、

現在 までに行った ことの ある次のよ うな軸組模型 の製作を応用 した授 業内容 とした。

① リース を説明 し、材料のサイ ズや見本 を紹介す る。

②材料に合わせ 、 リース枠 のデザイ ンを レポー トにま とめさせ る。

③製作可能か判断 し、材 料のけが きに移 る。

④材料の加 工 をし、ほぞの作成 にあたる。

⑤微調整 を し、ハ メ合い を確認す る。

⑥ ほぞの部分をの り付け し、井桁に組む。

⑦木材 を編 む作業 を説明す る。

⑧見本 を見せ 、作業手順 を考 えさせ る。

⑨裁 断 され た材料 を使 い、井桁 に編み上げる。

これ らによって、2種 類 の作品を商業高校 か ら受けた発注品 として作業 し、製品化 した。

① 日 時 平成14年10月10日(木)5・6時 問 目

②内 容 軸組模型の製作を応用 して、 り一ス枠 を作製す る。

③学習指導案

工業(建 築工学)科 学習指導案

名

標

題主

目

L

乞

3。 対 象 生 徒

4.本 時 のね らい

軸組模型の製作を応用 したリース枠を作成する。

リー ス枠に軸組模型作成の基礎的技術を応用し、ほぞの加工等を行い井桁 に組

み上げる技術の復習や、木工製品の編み上げな ど普段では行わない作品を作 るこ

とにより創造する意欲、能力態度を養い、併せて思考力、判断力を育成する。

B工 業高等学校 定時制課程 第1学 年11名

習得 した技術の復習、加工技術の向上、新 しい加工方法の発見 ・創造性 ・デザ

イン性の向上等を学習する。
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指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

準

備

・準備 ・使用材料の加工軸

組作品の廃材を2

種類の材料に加工

する。

・丸ノコ盤の作業や鉋盤の

作業は危険が伴 うので、

生徒には加工方法と材料

を見せる。

①危険を防止する

ための作業方法

をきちんと聞い

ているか。

導

入

20

分

・本時の目標説明

・見本品を参考に

独自のデザイン

の考案

・本時の目標を理解

す る。

・独 自のデザインを

完成 し記録する。

・題 材名の設 定理 由を理解

させ る。

・イ メー ジ図の形状 、大 き

さを図案化 させ、 レポー

トに記 録 させ る。

②題材名の設定理

由を理解できた

か。

③イメージ図は使

用材料で十分製

作が可能か。

展

開

60

分

・けが き作 業

・の こ引き

・ほぞ の加 工

・のみ作業

・糊付 け

・編み込み 作業

・デザインに合わせ

材料にけがき線を

入れる。

・けがき線に合わせ

て、ほぞの加工を

行 う。

・材料の加工、調整

・ほぞを組み糊付け

を行 う。

・加工材料を井桁に

編み作品を仕上げ

る。

・スケール等 を使いきちん

と線が引けているかを確

認する0

・ハメ合いを確認するC

・のみの使用方法を確認す

る。

・やす り等で微調整をして

いるかを確認する。

・ほぞ とほぞを接着剤で正

しく付けているかを確認

する。

・編込間隔を工夫させる。

④線がゆがんでい

ないか。

④角度は合ってい

るカ㌔

④間隔は適切に と

れているか。

④きちんと収 まっ

ているか。

④完成 したか。

ま

と

め

10

分

・作品提 出

・自己評価

・他生徒の作品や 自

己の作品 を見て評

価する。

・作 品を見せデ ザイ ンや ポ

イ ン トを説 明す る。

・自己評価 を レポー トに記

入 す る。

⑤作品の評価

⑤正 しく評価でき

ているか。

5 本時の評価の観点

評 価 規 準 と 方 法 評 価 基 準

使用機械に関する危険防止方法や安全 A機 械の使用方法や作業の仕方を正 しく理解

な作業方法について知識を深めること し、安全な加工方法にっいて、作業を順序

0
ができ、材料取 りの作業工程を正 しく 立てて行わなければな らないことを理解で

理解できる。 き る。

(知 識 ・理解) B機 械は便利な物であるが、危険を伴 うこと

があることを理解できる。

本時の題材名の設定理 由を正しく理解 A軸 組模型の製作 を応用した、 リース枠の製

で きる。 作について、ほぞの作成方法や組み立てに

OO
(知 識 ・理解) ついて～正しく記憶 し、細かな教員の指導

な しに組み立て仕上げができる。

B軸 組模型の作製方法を記憶 し、作業準備 を

指示 どお りで きる。
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製品を理解 し、イメージ図の作成がで A製 品見本を正 しく認識 し、使用材料のサイ

き る 。 ズを確認 し、イメージ図の作成に当たるこ

0 (関 心 ・意欲 ・態 度) とがで き る。

B見 本 を参 考に 、イ ラス トを描 くこ とがで き

る 。

線 を正 しく引 くこ とがで きる。 Aス ケール ・尺 がね等 を使 用 し、材 料の 必要

箇所に正しく垂直な線が引ける。

角度を合わせることができる。 Aイ メージ図に合わせ井桁に組むのぞ部の角

度 を正 しく引け る。

④ ほぞの間隔を調整できる。 A加 工場所に応 じた工具の使用が正しくでき

る 。

ハ メ合 いの調整 が正 しくで きる。 Aや す り等 を使い、微調整ができる。

仕上げをすることができる。 A丁 寧に仕上げる努力をする。

(関 心 ・意欲 ・態度) B線 が引け、道具を使用 し加工ができる。

課題作品の提出ができる。 A制 限時間内に課題 ・作品が完成す る。

レポー トの提 出 がで きる。 Aイ ラス ト・イ メー ジ図等実習 のポイ ン トを

O
自己評価ができる。 レポー トに ま とめ られ る。

後片付けができる。 A自 他を比較 し作品の評価が公平にできる。

(関 心 ・意欲 ・態度) A工 具やき りこ等、きちんと片付けができる。

(知識 ・理解) B最 低 限の課題 ・レポ ー トを提 出で きる。

(注)評 価基準の 「A」 は十分に満足できる、「B」はおおむね満足できるを示す。

④生徒 の反応等

学校 間の連携 による授業づ く りとい うことで、最初生徒 自身何 をやればよいのかあま り理

解 はできなかった よ うである。 しか し、授業が進 むにつれ加 工方法等は一度練習 してい るの

で、図案化がで きて しまえば特に指示がな くて も自分のイメージ通 りに、加 工 ・調 整 し、仕

上 げて しまった。また、木材料 の編み上げ と言 った加 工方法 は、いままでに経験 した ことが

なかったので、四苦J!苦 していたよ うであるが、一生懸命作 晶を仕 上げていた。

今回の実習の課題 は、かな り自由度 が高かったた め、生徒 自身遊び心 をかな り取 り入れ 自

由な作品 を楽 しんで作 っていたよ うである。

材料取り リース枠の作製
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(3)農 業 高校での授業実践

第1回 目の授業実甥

① 日 時 平成14年11月6目(水)3・4時 間 目

② 内 容 柳 の枝 を取 り、葉 を落 として リースに加工す る。

③学習指導案 省略

④ 生徒の反応等

柳 の枝 は比較的加 工 しやすい素材だが、太い部分 を円形 に形づ くるのには、生徒一人一人

が苦労 していた。 また、完成 した リースの形がイメージできていないため、適 当なボ リュー

ム感 がつかめず、枝 を使用す る本数の少ない、小型や細 い リースになって しまい、何度か手

直 しをす る生徒 も見受 けられ た。実際に製作できたのは1人2本 程度であったが、おおむね

製作方法を理解 し、十分利用 できるものが完成 した。
嘩 「 鼎'

、.

.、、r亀

':層{1

,

リースの作製

1第2回 目の授業実践1

① 日 時 平成14年11A13日(水)3・4時 間 目

② 内 容 商業高校の生徒か ら送 られて きた リースのデザイ ンの中か ら、製作可能 なデ

ザインを選んで、いろい ろなオーナメン トを選び なが らリー スを製作す る。

③学習指導案

農業(都 市園芸)科 学習指導案

1.主 題 名 オーダーされたクリスマスリースを製作する。

2.目 標 商業高校の生徒よりオーダーされた、クリスマス リースの原画に対して、 リース

の素材を選定し製作する。

3.対 象 生 徒C農 業高等学校 全 日制課程 都市園芸科2年 科内選択

フラワーア レンジ(学 校設定科目)18名

4.本 時のねらい(8時 間中7・8時 間目)

集めた素材をもとに、クリスマス リースを作製する。その際、オーダーされたデザインと、製作

者の材料に合わせたア レンジをほどよく融合 させ、より見栄えのよいものを製作する。また、デザ

イン画を作製 した生徒に対 して、説明のためのメッセージも製作する。

指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

準

備

・製作計画の確認

・材料の準備

・実習の準備

・材料等の配置

・実習の準備
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導

入

15

分

・本時の目標説明

・材料の確認と使

用道具等の確認

・本時の実習内容を

理解するO

・必要な材料 と道具

等を必要量どおり

用意する。

・今回のリース製作におけ

るポイン ト等を再度理解

させる。

・必要な物品が、過不足な

く準備 されているか確認

する。

①説明の理解度

①適切な準備

展

開

70

分

・材料の加工と仮

付け

・材料の取 り付け

・完成品の確認

・メッセージの製

作

・材料を取 り付ける

大きさに加工 し、

仮留めして確認す

る。

・材料を接着 しなが

らリースに固定す

る。

・全体のバランスを

確認 し修正する。

・注文者に対するメ

ッセージカー ドを

製作する。

・バ ランス 良く加工 、配置

されてい るか、適切 にア

ドバイスす る。

・確実な接着が な され てい

るか確認す る。

・修正箇所 を指摘す る。

・作 品に対 して、適切 な メ

ッセー ジが書 けているか

確認す る。

②加工と配置のバ

ランス

②確実な接着

②仕上が りの出来

映え

③作品に対する自

己評価

ま

と

め

15

分

・作品の評価

・本時の評価

・完成作品を壁に飾

って、それぞれを

評価する。

・それぞれの作品に対する

相互評価を促す。

③他の作品に対す

る評価

5,本 時の評価の観点

評 価 規 準 と 方 法 評 価 基 準

0

リー ス作 りについて理解 し、積極 的

に製作す るこ とが できる。

(関 心 ・意欲 ・態 度)

A製 作についてより深 く理解 し、工夫 しなが ら上

手に製作することができる。

B基 本的な製作について理解 し、積極的に製作す

ることができる。

0

収集 した材料で、デザインにあわせ

て作品を製作できる。

(技能 ・表現)

Aデ ザイン画を反映 しながら、工夫 してより見栄

えの良い リースを製作することができる。

Bデ ザイン画を参考に して、 リースを製作するこ

とができる。

0

自分の作品の他に、他の生徒の作品

もそれぞれ評価 し、意見を述べるこ

とができる。

(知識 ・理解)

A自 己とともに他の作品に対 しても、適切な評価

とア ドバイスができる。

B自 分に寄せられた評価やア ドバイスについて、

理解することができる。

(注)評 価基準の 「A」は十分に満足できる、「B」 はおおむね満足で きるを示す。
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④生徒の反応等

本格 的な リースづ く りは、初めてであったせい もあ り、生徒 は当初デザイ ン画 を選択す る

のもかな りの戸惑いがあった。また、色の違 うリボンや雪な ど、素材 として準備 していない

ものを、何 に置き換えて製作す るか等、実際の製作が始 まるまで時間を要 した。 しか し、生

徒一人一人がク リスマス リース らしい工夫 を加 え、バ ランス に気 を配 りなが ら完成 できた。

なかには、元のデザインとかな り違ったアレンジを した リース もあったが、製作者 の意図

も明 白で、バ ランスのよい作品が完成できた。

完成後に、デザイン画の製作者(発 注者)に あてた、メ ッセージカー ドを加 えて終了 した

が、カー ドに リース製作者 の思いが込め られ、気持ちのこもった製品を完成 できた と考えて

い る。

リースの作製

完成 した リースとそのデザ イン
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2い ちごジャム製造にみる専門高校 で連携 した授業づ くり

実社会において、製品は作れ るがその売 り方を知 らないために、製品の質が向上 しないなどの

例は多 く見受 けられるが、生産技術 を向上 させ るためにも販売す る側か らの評価 を聞くことは非

常に大切 なことである。

そこで、工業高校の生徒が製作 した作品を商業高校の生徒 が評価す ると同時に、商業高校 の生

徒 が販売のためのラベル を作って、そのラベルを製造者(工 業高校 の生徒)に 評価 させ るとい う

双方向の授 業を実施 した。

授業による連携は、次のとお りである。

①工業実習で作 られた製品 と材料データを商業高校 に送 る。

②商業高校 で製品を賞味 して評価 した後、その感想 と得たイメージでラベルをデザイ ン

す る。

③商業高校生の製品評価 を、工業で今後の参考にす るために検討す る。

④送 られてきた ラベルを検討 し、次期の製品 に採用す るか決 める。

各学校 での授業内容 は、次の とお りで ある。

(1)工 業高校 での授業実践

① 日 時 平成14年10月16日(水)1～4時 間 目

② 内 容 製 造 したいちごジャムを瓶詰 めす る製造実習 を通 して、ジャム作 りに必要な

機械 ・器具の使用方法の体験する。

③学習指導案

名

標

題主

目

1

2

3.対 象 生 徒

4.本 時 のね らい

エ業(食 品工業)科 学習指導塞

いちごジャムの瓶詰めの製造

いちごジャムの瓶詰めの製造実習を通 して、いちごなど果実類の素材の扱い方や、

ジャム作 りに必要な機械 ・器具の使用方法の体験する。

D工 業高等学校 食品工業科2年D組8名

当クラスは、座学にて食品製造の基本をまだ受けていないので、この実習を通 し

て食品製造への関心 と興味を喚起し、生徒が楽 しく感 じていない座学にも積極的に

取 り組めるようにする。

指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

・本時の目標の説 ・食品製造における ・保存食品に共通する製造 ①食品に食欲以外

明 濃縮 ・ゲル 化 ・腐 工程があることを理解 さ の興味を持って

導 ・使われる機械の 敗などの基礎知識 せ る。 いるか。

説明 を復習 、学 習す る。

・器具扱いの注意点

入 を記録する。

・材料の洗浄 ・い ち ごを選 別 後 、 ・選定基準を指導する。 ②進んで作業に取

へたを取って洗浄 ・機械の構造や使い方を把 り組 むか。

す る。 握させながら洗浄方法を ②効率的に実施で

30 ・使用機器の洗浄 ・調理機器などを洗 指導する。 き るか。

分 浄す る。
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・常圧濃縮 ・蒸気加熱式の釜に ・蒸気調節の方法や危険性 ②操作法を理解し

形の良いいちごを を再確認 させ る。 て安全に作業を

集め糖液 と混ぜて ・焦げ付き防止のこっを指 実施するか。

煮込み、変化を観 導す る。

察す る。

展 ・糖度計で終点を決

定す る。

・裏 ごし搾 汁 ・機械に材料を入れ ・分担 された役割(仕 込み ②指示以外の作業

て出てくる皮等と と採集)を 徹底 させる。 も進んで行って

果汁の状態を観察 い るか。

す る。

開 ・瓶詰め殺菌 ・濃度調整 されたジ ・中に気泡を残さないよう ③消費者を意識し

ヤムを瓶 詰めす る。 にヘ ッ ドスペー スを少 し て瓶詰めしてい

空けて縁には残 さない。 る か 。

・レ トル ト殺菌 ・蒸気バルブの開閉 ・バル ブのll頂番 を間違 えな ③指示通りに遂行

と製品の出 し入れ い 。 で きるか。

を行 う。

50 ・片づ け、清掃 ・担 当機器 を洗浄
、 ・分解 しながら構造を確認 ③作業手順

分 整理す る。 させ る。

ま ・レポー ト作成 ・工程図を元に各操 ・各工程の重要事項を確認 ④ レポー ト内容の

と 作手順と操作理由 させ る。 評価

め を記録 し、感想 と ・実習全体を通 して評価 さ

して自己評価を記 せ る 。

30 入 し提出する。 ・次回の実習 との関連説明

分 と導入 を行 う。

5,本 時の評価の観点

評 価 規 準 と 方 法 評 価 基 準

0

食品製造に興味関心を持って取 り組

めたか。(方 法:操作指示の不明確な

点を提示 しそれについての考えを述

べ させる)(関 心 ・意欲 ・態度)

A常 に衛生面を考えて食材や機器を扱える。'

市販の製品の知識を元に実習製品の出来具合を

製造過程から予想できる。

B食 材や機器の扱いについて理解できる。

0

製造ラインの現場を想定 して効率的

に作業を進められたか0(方 法:役割

分担 ごとに作業を指示 し各分担の連

携状態を見る)(思 考 ・判断)

A作 業の流れを理解 し、他の役割の者 と協調 して

作業を進められる。

B作 業の指示を理解 し、確実に分担の仕事を遂行

できる。

0

製品化を意識 して製造 しているか。

(方法:最 終的な味の調整や瓶詰め

の方法に幅を持たせて任意に行わせ

る)(技 能 ・表現)

A味 の調整など製品のできに関わることは、仲間

の意見を取 り入れた りして慎重に決める。

B指 針書通 りに調整 し製品とする。

0

製造全般について、理解 しているか。

(方法:実 習報告書の中で各工程を

説明させる)(知 識 ・理解)

A報 告書に図解入 りで工程とその説明があ り、教

員の指導以外にも留意点が記されている。

B工 程 と教員の説明が併記されている。

(注)評 価基準の 「A」 は十分に満足できる、「B」はおおむね満足できるを示す。
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(2)商 業 高校での授業実践

① 日 時 平成14年10月23日(水)4時 間 目

② 内 容 工業高校 が製造 した缶詰(瓶 詰)を 商品化す るための ラベル を作成す る。

③学習指導案

1.主 題 名

2,目 標

3.対 象 生 徒

4.本 時 のね らい

商業科学習指導案

図形作成 ソフ ト及び文書作成ソフ トを使用してラベルを作る。

ソフ トウェアを自由自在に使いこな して、顧客の目を引くラベルを作成する。

E商 業高等学校 「課題研究」

商業科3年 生選択18名

図形作成 ソフ ト及び文書処理ソフ トを使って、工業高校か ら送 られてきた缶詰

(瓶詰)を 商品化す るためのラベルを作成する。 どのような製造過程で製品が作

られてきたのか、どのような思いが製品に込められているのかなど、生産者側の

立場を理解す ることによって、責任を持ってラベルづくりに取 り組む。

指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

準 ・準備 ・見本の飯詰と瓶詰 ・缶詰と瓶詰の中身、形状

を数種類机上に並 などが全生徒に見えるよ

べ る 。 うに机上に配置する。

備 ・ハサ ミを用意す る
。

・本時の目標説明 ・D工 業高校 で製造 ・い くつかの製品の 中か ら

された製品に使用 1つ を選ぶためのポイン

するラベルを作成 トとして、送 られて きた

導 することを理解す 製品の製造過程を説明す

る 。 る 。

・缶詰と瓶詰めの ・缶 と瓶 の中身 、形 ・市販 の缶詰 、瓶詰 の ラベ

種類を説明 状などを理解 し、 ル と同じ図案にならない

入 作成する図案をイ よ うに指導す る。 なお、

メー ジす る。 著作権にっいても簡単に

触れ る。

・図形作成 ソフ ト ・パ ソコンを立 ち上 ・使用す る ソフ トの立 ち上

10 及び文書作成ソ げ 、使用す る ソフ げが遅い生徒に対 して指

分 フ トの起動 トを起動す る。 導す る。

・図形作成 ソフ ト ・簡単な図案を作成 ・図 の挿入 につ いて
、複数 ①図形作成 ソフ ト

の使い方と作成 し、その図案を文 の方法を説明 し、いずれ や文書作成 ソフ

した図の挿入方 書作成 ソフ ト上の か1っ の方法を必ず身に トを使いこなす

法にっいて説明 文書に挿入する。 付 けさせ る。 ことがで きる。

展 ・図案の作成 ・絵柄
、色、表示す ・ラベル に原材料名 ・内容 (関 心 ・意欲

る文字、 レイァ ゥ 総量 ・製造年月 日・製造 ・態度)

ト等 を考 えて、 ラ 販売者等、必要な文字を

ベルを作成する。 入れるよう説明する。

開 ・ラベルの印刷 ・ラベ ルを印刷 し
、
・ラベルの内容が

、正 しく

缶(瓶)の 大きさ 缶詰(瓶)の 内容を表 し

に合わせてハサ ミ ているかどうかを確認す

で切 る。 る 。
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・ラベル の貼 り付 ・ラベル を缶(瓶) ・ラベ ルが缶(瓶)の サイ ②顧客の目を引 く

け に貼 り付 ける。 ズに合わない場合、大き ようなラベルを

30 さの調整方法について指 作成で きる。

分 導す る。 (技 能 ・表現)

ま ・作 品の提 出 ・作品を見て自己評 ・他者評価の際、できるだ

と ・自己評価及び他 価す る。 け良い点について触れ る

め 者評価 ・他者の作品につい よ うに指導す る。 また、

10 て全員で評価する。 改善点の指摘の仕方につ

分 いても指導する。

5.本 時の評価の観点

評 価 規 準 と 方 法 評 価 基 準

0

図形作成 ソフ トや文書作成 ソフ トを

使いこなすことができる。

(関心 ・意欲 ・態度)

A教 員の指示がなくても、ソフ トウェアを自由自

在に使って、積極的に図案 を作成す る。

B教 員の指示通 りに、ソフ トウェアを使って図案

を作成する。

O

顧客の目を引くようなラベルを作成

できる。

(技能 ・表現)

A絵 柄や色を工夫 し、バランス良く文字が配置さ

れ、缶詰(瓶 詰)の 内容を適切に表現 している。

B缶(瓶)の サイズに合ったラベルを作成する。

(注)評 価基準の 「A」 は十分に満足できる、「B」 はおおむね満足できるを示す。

認 認
認
闘 鵡

曜鐙 認

京都立D工業同 食肛籟型

完成 したラベル
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(3)生 徒の反応等

商業高校では、 ラベルづ くりを行 う前に、工業高校の生徒 が製造 したジャム等 を試食 した。そ

の結果、 「ジャムに甘みが足 らない。」「乳酸飲料 の色が悪い し、半数の生徒 には味も不評。」 「鯖

はみそ煮 が良い。」な どの反応 があ り、ラベルづ くりの授業 自体は、実物 を前に して制作できる

ので、楽 しく授業に取 り組 んでいた。

生産者側で ある工業高校の生徒 の反応 としては、いままでは作品を文化祭な どで販 売 してきて

も安価故 によく売れ、消費者の意見はほとんど聞かなかったが、今回、売 る立場の商業高校生の

意 見が聞けたことは大変参考になった と同時に、驚きの連続でもあった。

例 えば、乳 酸飲料 について、生産者側 としては材料の牛乳の味を生か し、添加剤な どを入れ

ず によ り良い ものを作っていると自負 していたが、消費者の舌は普及品に慣れ てお り、それ が

最良の品 と思 っていることを確認で きた ことや、ジャムの甘味は市販品 よ り糖度が高いにもか

かわ らず薄 く感 じさせ たことな どで ある。教科書通 りの製造が現代 に合 ってない等 を教 える機

会 にもな った。

また、工業高校 の生徒 に とって、作品の評価 は最 も気 にな るところで あるが、授業内評価 よ

りも第三者の評価の方が より生徒には刺激的で もあ り、評価の結果を受けて さらに積極的に製品

開発 に取 り組む姿勢にっながるものと考 えられる。同世代からの批判 とい うこともあって、その

効果 は絶 大なものがある。

さらに、商業高校か らでき上がってきた ラベルの評価 については、そのラベルが最 も優れてい

るかを投票で決 めたが、そのラベルが販売促進につながるか どうかまでの評価 につ いては、商業

的な知識 をほとん ど学習 してないためにできなかった。今後は、販売に関す る基本 的な知識に関

す る授業 も取 り入れ ていかなければいけない と痛感 した。

ラベル を貼 った瓶詰(缶 詰)
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おわ りに

教育研究員(農 業 ・工業 ・商業)部 会 は、専門高校 にお ける共通 したテーマ について研 究す

ることになって今年度で三年 目となった。今年度 の研究主題 は 「魅 力ある専門高校の在 り方」

とい うことで、農業 ・工業 ・商業 の三学科 が統合 されてい る本部会の長所 を生か し、生徒 が期

待す る魅力 あふれ る専門高校 とは、一体 どのよ うなものか とい うことで研究に取 り組 み、指導

・評価方法の工夫 ・改善 とともに、専門高校間にお ける連携 した授業づ くりとい う形での授業

実践を行った。

アンケー トの結果か らも 「専門教科の実習」 に対す る強い期待感 が伺 える。専門高校で学ん

だ生徒 が、時代 の変化や ニー ズに適切 に対応 してい くためには、各学校の特色や各学科の専門

性 を生か した魅力的な実習科 目の設定 と実践が必要 となる。今回の連携授業 では、 どの専門高

校 において も生徒 は積極的 に学習 に取 り組み、各専門性 の持つ役割 を果た し、作品を製作す る

に至った。 自分の高校にはない授業内容 を相互に理解 す ることで、各学校で個 々に展開 されて

いた授業がつなが り、単に商品化 といった要素だけではな く、学びのネ ッ トワー クを完成 させ

ることがで きた。

これ らの実習は実社会にお ける ビジネス活動 の擬似 的な体験 とな り、製品を完成 させた喜び

は、 この連携がなければ得 られなか った。 このよ うに、農業高校 ・工業高校 ・商業高校の連携

による授業 は、数 々の魅 力 となった。

その背景 を評価の観 点か ら考 えてみる と、各単元の評価 の中心 となる従来型の技能 ・表現や

知識 ・理解 もさることなが ら、関心 ・意欲 ・態度に関 してよ り重点を置いて評価す ることの大

切 さがわか る。ア ンケー トの結果か らも分かった 「自分の評価 についてあま り関心のない」生

徒 の学習意欲 を引き出す ためには、生徒の心を動かす評価規準の設定が必要で あ り、教員が評

価規 準を明確化 して生徒一人一人の学習状況 を正確 に把握す るこ とで、専門高校 における授業

がよ り魅 力のあ るものへ と改善され る。

また、教員か ら生徒 とい う一方向の評価 だけではな く、各学校の枠 を越えた生徒 間の相互評

価 を取 り入れ るな ど、多方面か ら双方向に評価 され た とい うことで、学習に対する意欲が高ま

り、達成感や満足感 を得 られた生徒 も多かった。今回 の連携授業 のみで、相互評価 による 「仲

間を正当に評価す る力」が育成 されたか どうかを測 ることは難 しいが、多数の生徒が周囲 と協

調 して 自分の役割 を果たそ うと積極 的に授業 に取 り組 んだ姿勢 は、今後の意欲的な学習に対す

る期待 も含めて、十分に評価 に値す る と思われ る。

今後、今回のよ うな学校の枠を超 えた連携授業の形態が、よ り多 くの学校 で実践 され ること

を期待 している。
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